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令
和
５
年
度
を
迎
え
、政
府
に
よ

る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
が

緩
和
さ
れ
、マ
ス
ク
の
着
用
が
個
人
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、ま

た
、５
月
８
日
か
ら
は
、感
染
症
法
上

の
分
類
を
２
類
相
当
か
ら
、季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
へ
と
見

直
し
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、感
染
拡
大
状
況
に
大
き
な

変
化
が
あ
る
場
合
は
、移
行
前
に
専
門

家
会
議
を
開
き
、最
終
決
定
を
す
る
と

表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
感
染
に
よ
る
入
院
勧
告
や
行
動
制

限
な
ど
の
強
い
措
置
が
無
く
な
る
見

込
み
で
す
が
、村
と
し
て
も
関
係
機
関

と
情
報
共
有
に
つ
と
め
な
が
ら
、今
後

の
社
会
生
活
の
在
り
方
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
案
内
な
ど
住
民
の
皆
様
に
お

知
ら
せ
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
か

ら
３
年
余
り
、新
し
い
生
活
様
式
の
徹

底
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
老
若
男
女

を
問
わ
ず
村
民
生
活
に
多
大
な
影
響

受
け
る
中
、村
民
の
皆
様
に
は
各
方
面

で
大
変
ご
協
力
い
た
だ
き
、心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　
令
和
５
年
の
３
月
と
４
月
に
は
保

育
園
の
卒
園
式
、進
級
式
が
開
催
さ

れ
、小
学
校
、中
学
校
、人
吉
高
校
五
木

分
校
で
も
多
く
の
ご
来
賓
を
迎
え
卒

業
式
、入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、４
月
17
日
に
、熊
本
県
林
業

大
学
校
県
南
校
の
開
校
式
が
県
内
並

び
に
全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
１
０
名

の
生
徒
を
迎
え
、本
村
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
３
月
に
は
卒
業
生
１
名

が
村
内
の
林
業
事
業
体
に
就
職
さ
れ

る
な
ど
、今
後
の
本
村
の
林
業
担
い
手

と
し
て
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
感
染
状
況

の
変
化
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、各
種

行
事
の
実
施
や
観
光
事
業
な
ど
社
会

生
活
の
賑
わ
い
と
、各
産
業
の
活
性
化

に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
し
、昨
年
３
月
に「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
イ
ー
２
０
５
０
」宣
言
を
行

い
ま
し
た
。
現
在
、国
が
８
月
に
募
集

を
予
定
し
て
い
る
脱
炭
素
社
会
を
目

指
す
先
行
地
域
に
指
定
申
請
す
る
た

め
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
指
定
に

向
け
、民
間
電
力
事
業
者
等
の
関
係
機

令
和
５
年
度（
２
０
２
３
年
度
）
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関
と
協
議
を
重
ね
、村
内
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
活
用
を
図
る
と

と
も
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と

村
内
各
集
落
の
防
災
体
制
の
強
化
を

推
進
し
ま
す
。　

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
災
害
時
の
情
報
伝

達
等
に
不
便
を
お
掛
け
し
て
い
た
防

災
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
戸
別
受
信
機
整

備
も
令
和
４
年
度
に
完
了
し
、今
後
、

行
政
情
報
の
告
知
端
末
器
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
化
整
備
に
向
け
取
り
組
み
、行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
住
民
生
活
の
福

祉
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、流
水
型
ダ
ム
を
含
む
球
磨
川

水
系
河
川
整
備
計
画
が
昨
年
８
月
に

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、ダ
ム
に
関

す
る
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、昨
年
11
月
に
は
方
法

レ
ポ
ー
ト
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ダ
ム
の
建
設
が
本
村
の
環
境
等
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、十
分
な
説
明

を
国
に
求
め
な
が
ら
し
っ
か
り
と
見

極
め
、ダ
ム
建
設
計
画
に
つ
い
て
村
民

の
理
解
が
得
ら
れ
た
時
点
で
、村
と
し

て
の
最
終
判
断
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
管
理
区
間
に
お
い
て
、特

に
竹
の
川
周
辺
地
域
か
ら
上
流
部
の

宮
園
地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
に
つ

い
て
は
、現
在
、河
川
測
量
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、測
量
結
果
に
基
づ
き
、河

川
整
備
の
概
要
が
住
民
に
説
明
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
河
川
掘
削
を

は
じ
め
と
す
る
、た
だ
ち
に
対
応
で
き

る
対
策
と
河
川
整
備
計
画
に
位
置
づ

け
さ
れ
て
い
る
宮
園
上
流
部
の
調
整

施
設
な
ど
中
長
期
の
計
画
に
加
え
、整

備
に
伴
う
街
づ
く
り
の
取
り
組
み
も

含
め
な
が
ら
県
や
関
係
機
関
に
対
策

を
求
め
て
参
り
ま
す
。

　
少
子
化
傾
向
が
依
然
と
し
て
進
行

し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、こ
れ
ま
で

も
子
育
て
支
援
や
定
住
対
策
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、歯
止
め
が
掛
か
る
状

況
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
令
和
５
年
度
中
に
、議
会
、関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
子
育
て
支
援
の
見

直
し
や
拡
充
を
行
い
、社
会
状
況
に
即

し
た
教
育
環
境
の
充
実
と
将
来
に
渡

る
教
育
へ
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
が

図
れ
る
具
体
策
を
取
り
ま
と
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
県
と
村
、共
同
で
策
定
し
た「
ふ
る

さ
と
五
木
村
づ
く
り
計
画
」も
15
年
目

を
迎
え
、令
和
５
年
が
計
画
期
間
最
終

年
と
な
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、村
の
振
興
は
待
っ
た
な
し
の
状
況

で
あ
り
、現
状
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、新
た
な
振
興
計
画
の
策
定
が
急
務

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、国
、県
と
の
協
議
を
進
め
村

民
の
皆
様
に
早
く
お
示
し
が
出
来
る

よ
う
に
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、国
に
お
い
て
は
直
轄
事
業

と
し
て
村
内
各
所
の
砂
防
事
業
に
取

り
組
ん
で
頂
い
て
お
り
、村
振
興
の

観
点
か
ら
、本
年
度
よ
り
川
辺
川
右

岸
道
路
の
未
開
通
区
間
の
対
応
と
し

て
工
事
用
進
入
路
の
整
備
に
取
り
組

む
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
も
村
づ
く
り
の
ス
ロ

ー
ガ
ン「
子
ど
も
に
夢
を
！
若
者
に
力

を
！
高
齢
者
に
笑
顔
を
！
」を
目
指

し
、小
さ
い
村
だ
か
ら
で
き
る
政
策
と

持
続
可
能
な
村
と
な
る
よ
う
、村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、近
年
の
豪
雨
災
害
の
度

に
、山
村
地
域
特
有
の
被
害
の
甚
大
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
本
村
の
道
路
、水
道
、電
気
、情
報
通

信
等
の
生
活
基
盤
を
災
害
に
強
い
施

設
へ
と
整
備
し
、今
後
、気
候
変
動
を

踏
ま
え
た
集
落
維
持
機
能
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
含
め
、総
合
的
に
対
策
を

講
じ
な
が
ら
、安
全・安
心
な
村
づ
く

り
を
進
め
、産
業
経
済
、住
民
福
祉
の

維
持
向
上
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月

　
　
　
　
　
　
　
五
木
村
長

木
下  

丈
二
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３
月
５
日
に
五
木
中
学
校
、23
日
に
五
木
東
小
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、卒
業

生
11
名（
中
学
校
10
名
、小
学
校
１
名
）が
慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

４
月
10
日
に
五
木
中
学
校
、11
日
に
は
五
木
東
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
新
入
生
は
中
学
校
１
名（
女
子
１
名
）、小
学
校
４
名（
男
子
２
名
、女
子
２

名
）で
す
。

　

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
中
学
生
は
、保
護
者
や
在
校
生
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
式
に
臨
み
ま
し
た
。
小
学
校
と
は
違
う
環
境
に
、終
始
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
。

　

在
校
生
な
ど
に
大
き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、恥
ず
か
し
そ
う
に
入
場
し
た
小
学
生
。

担
任
の
先
生
か
ら
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、元
気
よ
く
大
き
な
声
で
返
事

を
し
て
い
ま
し
た
。

五
木
東
小
学
校
・
五
木
中
学
校
卒
業
式

五
木
東
小
学
校
・
五
木
中
学
校
入
学
式

【
中
学
校
】小
学
校
か
ら
当
た
り
前
の
よ

う
に
ず
っ
と
一
緒
だ
っ
た
同
級
生
も
、そ

れ
ぞ
れ
別
の
道
を
歩
み
ま
す
。
五
木
村

で
磨
か
れ
た
10
人
の
信
頼
関
係
は
、
希

望
膨
ら
む
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て

磨
五
進（
ま
い
し
ん
）さ
せ
る
で
し
ょ
う
。五木中学校卒業式

五木東小学校入学式

【
小
学
校
】
親
に
手
を
引
か
れ
て
初
め

て
校
門
を
く
ぐ
っ
た
あ
の
日
か
ら
６

年
が
経
ち
、心
も
体
も
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
卒
業
式
で
誓
っ
た
夢
は
、植
樹

が
大
き
く
育
っ
た
こ
ろ
に
は
叶
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

旅立ちの言葉を述べる淀川さん

五木中学校入学式
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むらのできごとむらのできごと

　４月７日に令和５年度五木村消防団入退団者辞令交付式が、役場大会議室にて行われました。
本年度は、永里克彦団長以下８２名体制で活動が行われます。

令和５年度五木村消防団入退団者辞令交付式

いつき保育園卒園式

▼退団者
第３分団１部　　山北　康嗣
第３分団１部　　森下　 亘
第３分団１部　　岩本　祐誠
機能別団員　　　甲斐　幸男
機能別団員　　　寺田　成男
機能別団員　　　松本　徳美

▼入団者
本部分団　　　団　員　木野　貴翔
第３分団１部　団　員　豊永　将士

▼消防団長・副団長
本　　　部　　団　長　永里　克彦
本　　　部　　副団長　中野　重実

「ありがとうございます」と
卒園証書を受け取る園児

卒園した4名の子ども達

　3月２５日いつき保育園のホールにて、卒園式が行われました。
今年は、4名（男子2名、女子2名）が卒園しました。卒園証書を
受け取り「大きくなったら○○になります。」と将来の夢を発表し
ていました。また、園長先生がお祝いの言葉の中で「○○歳から
きている○○さん」と一人ひとり思い出を話していました。長い
子では、6年間保育園に通ったようでした。
　お別れの言葉では、4名という少ない人数でしたが、それぞれ
大きな声で自信を持って発表し、大きくなった姿を見せてくれま
した。子どもの成長に思わず目を潤ませる保護者もありました。
小学校への道を元気に一歩踏み出した子どもたちでした。

ピカピカの一年生を踊る卒園児
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むらのできごとむらのできごと

　２月２０日、球磨地域振興局において、人吉
球磨地区の自衛官募集相談員委嘱式が実施さ
れ、五木村の相談員として辻󠄀博樹さんが、五木
村長・自衛隊熊本地方協力本部長連名での委嘱
状の交付を受けられ、引き続き２年間の活動に
従事いただくこととなりました。
　自衛官募集相談員の方には、自衛官募集志願
者に対する情報提供、自衛隊地方協力本部の行
う募集広報事務に関する協力や援助、防衛意識
の普及や防衛基盤の育成等、必要に応じ地域事
務所とも連携をとっていただきながら、収入や
利益を得ない形で幅広く協力いただいています。
　村民の皆様からも自衛官志願者の御紹介や情報提供、自衛官募集等に関するお尋ねがございま
したら、辻󠄀相談員までお寄せくださいますようお願いいたします。

委嘱状の交付を受ける辻 博樹さん

人吉球磨地区自衛官募集相談員委嘱式

　3月22日、移動献血バスによる献血が実施され、村内外より22名
の方にご協力をいただきました。近年、献血者が減少している状況
の中、輸血を必要とされる方は毎日約3千人にのぼります。皆様の
献血が多く方々の命の支えにつながることから、今後も引き続き献血
についてのご理解とご協力をよろしくお願い致します。
　献血の際には、献血サイトからの事前予約や、献血アプリ「ラブラッ
ド」もぜひご活用ください。

～献血のご協力ありがとうございました～
皆さまのご協力

ありがとうございました!

移動献血車がやって来ました!

けんけつちゃん
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　2月１５日から１７日の3日間、千葉
県幕張メッセにてスーパーマーケット
トレードショー2023が開催され、山
之一が出店しました。全国から6,000
人を超す来場があり山之一では各種
商品の商談と五木村のPRを行いま
した。ホワイト六片にんにくやくねぶ、
地蜂蜜など五木村ならではの食材を
使った焼肉のたれに全国のバイヤー
から注目を集めました。

令和4年度 優良ふるさと食品中央コンクール表彰式
令和5年3月15日　於：学士会館

表彰を受ける山之一・中村美華さん 受賞を村長へ報告しました

商談を行う中村美華さん山之一ブース

　３月１５日、東京都にて令和４年度優良ふるさと食品中央コンクール表彰式が開催され、熊本
県を代表し山之一(代表:中村美華)の出品した「にんにく農家がつくった焼肉のたれ」が、国産農
林産品利用部門において農林水産省大臣官房長官賞を受賞しました。

にんにく農家のつくった焼肉のたれが農林水産省大臣官房長官賞を受賞しました

〜スーパーマーケットトレードショー2023に出店しました〜

　３月１１日・１２日に、第２回球磨川リバイバルトレイルが５市村（八代市・五木村・山江村・球磨村・水
上村）合同で開催されました。本大会は令和２年７月豪雨災害の復興プロジェクトとして昨年から開
催されているもので、今回で２回目を迎えます。
　五木村では高野体育館に選手の休憩所（エイドステーション）が設置され、くねぶゼリーやしいたけ
スープなど五木村特産の食事がふるまわれました。

～忘れられない、つなぐ旅へ～

第２回球磨川リバイバルトレイル

競技中の選手開会式で挨拶をする木下村長
選手にふるまい食を提供する
五木村出荷協議会の皆さん

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
と
は

　
水
上
村
を
ス
タ
ー
ト
し
、ゴ
ー
ル
の
八

代
市
ま
で
の
最
長
１
６
７
キ
ロ
。
２
日

間
に
渡
っ
て
自
然
に
囲
ま
れ
た
山
道
な
ど

を
走
破
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
で
す
。
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むらのできごとむらのできごと

　「あんこ」のプロが伝授！餡の基礎技術を習得しませんか。
をキャッチフレーズに、１月３１日、２月７日、２１日の３日間
にわたり、五木村農林水産物協議会の主催で和菓子加工セ
ミナーを開催しました。これは、五木村民が開発した加工
品が令和４年度優良ふるさと食品中央コンクール農林水産
大臣官房長官賞を受賞しており、さらに村民の加工品開発
に対する意欲向上を図るため開催したものです。
　製菓プロデュ―サーでお菓子の香梅元工場長の大村国
治さんを講師に和菓子の基礎となる餡について講義・実演
指導が行われました。「材料はなるべく地産地消のコンセプ
トで利用すると愛着がわく」と工場長時代に豆と砂糖の種
類を変え、それぞれ違う商品を作ったなど具体的な話を交
えながら講義を進めていました。
　五木村には、「ナンバ」という小豆の在来作物も存在して
おり、村の特産品開発に向けて、一般農地や焼畑での作付
けに繋げる検討もされました。和菓子は手間がかかり加工
品として商品化するには、難易度が高くなりますが、住民の
要望に応じながらセミナー開催を継続する予定です。

五木村の農産物を活用した和菓子加工セミナー開催

セミナー調理実習

餡について講義

　２月２８日に、交響楽の里推進協議会、東分館合同で、田口渓流を中心に約１０００匹のホタルの幼
虫を放流しました。当日は、バケツにたくさん入ったゲンジボタルの幼虫をスタッフ、地域住民の方が一
緒になって、丁寧に放流していきました。
　ホタルの成虫が飛び始めるのは例年５月中旬ごろからで、今年も乱舞する様子を心待ちに、村民の皆
様も観賞を楽しまれてください。

ホタルの幼虫を放流しました

放流の様子（田口渓流にて）ゲンジボタルの幼虫
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村からのお知らせ Itsuki VillageNews

梅
雨
入
り
前
に
、
今
一
度
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

種別 路線名 規制内容 被災状況 場所 う回路

【村道】

① 白蔵線 全面通行止め 山腹崩壊・路肩決壊 村道起点から３．０ｋｍ先 無

② 入鴨線 2t 車以上
通行止め 路肩決壊 村道起点から１．２ｋｍ先 無

③ 川辺川線 全面通行止め 路肩決壊 村道起点から１．０ｋｍ先。他５箇所 無
④ 瀬目葛の八重線 全面通行止め 路肩決壊 村道起点から１．５ｋｍ先。他１箇所 無

【林道】

① 菊池・人吉線 全面通行止め 法面崩壊 高塚山登山口から泉五木トンネル区間 無
② 日当線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
③ 鴦山線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
④ 相良五木線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
⑤ 八重線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
⑥ 入鴨線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
⑦ 裾川線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無
⑧ 下入鴨線 全面通行止め 路肩決壊・法面崩壊 全区間 無

※詳細については建設課へお尋ねください。また、復旧工事については、国・県と協議しながら実施していきます。

　五木村選挙管理委員会委員の久保田敏数氏が令和５年３月１５日付けで辞任されました。
　また、補充員の吉松ひとみ氏が同年３月１６日付けで補欠により委員に就任されましたのでお
知らせします。
　なお、現在の五木村選挙管理委員会の構成は、以下のとおりです。

（※任期は、令和８年３月１４日まで）

Itsuki VillageNews

02 五木村選挙管理委員会委員の退職及び委員の就任について

職　名 氏　名 備　考
委　員　長 辻　博樹

委員長職務代理者 田中　良喜
委　　員 吉松　くるみ
委　　員 吉松　ひとみ 令和5年 3月16日補欠

Itsuki VillageNews

01
令和２年７月豪雨災害及び台風１４号災害に
おける道路規制状況について ※令和５年３月末時点

Itsuki VillageNews

03 生ごみ処理機の補助を実施しています

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

　補助内容

　【電動式生ごみ処理機】
補助額：購入額の２/３
（上限４０，０００円まで）
一世帯当たり１基まで

　一般家庭から排出される生ごみの減量化及び資源化対策の一つとして生ごみ処理機などへの補
助を実施しています。この機会にご購入を検討いただきますようお願いします。

　【非電動式生ごみ処理容器(コンポスト)】
補助額：購入額の２/３（上限７，０００円まで）
一世帯当たり２基まで

Itsuki Village Public Relations   2023.59



Itsuki VillageNews

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

　
４
月
か
ら
新
規
採
用
職
員

と
し
て
、五
木
村
役
場
の
産

業
振
興
課
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
、木
野
貴
翔
と
申
し
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、村
の
み

な
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
に
ダ
ム
対
策
課
に
参
り
ま
し
た
麦
田
と
申

し
ま
す
。
地
域
の
状
況
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
た

め
、出
来
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
場
所
へ
出
か
け
、皆

様
の
い
ろ
ん
な
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
の
顔
を
見
か
け
た
ら
、ぜ
ひ
、気
軽
に
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。
五
木
村
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
。
４
月
の
人
事
異
動
で
建
設
課
に

赴
任
し
ま
し
た
一
溝（
い
ち
み
ぞ
）と
申
し
ま
す
。

　
五
木
村
の
自
然
豊
か
な
環
境
で
仕
事
が
で
き
る

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
公
私
と
も
に
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、少

し
で
も
お
役
に
た
て
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
保
健
福
祉
課
で
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
中
村
と
申
し
ま
す
。

　
五
木
村
の
美
し
い
自
然
に
感
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
て
、皆
様
の
健
康

を
お
支
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

〈
新
任
〉

 

よ
ろ
し
く

　
お
願
い
し
ま
す

〈
異
動
〉 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

〈
異
動
〉 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

産
業
振
興
課　
主
事

木き

の野
　
貴た

か
や翔

ダ
ム
対
策
課　
課
長　

麦む
ぎ
た田

　
健け

ん
い
ち
ろ
う

一
郎

ダ
ム
対
策
課　
課
長　

合こ
う
し志

　
敏さ

と
し

産
業
振
興
課　
課
長
補
佐　

市い
ち
は
ら原

　
広こ

う
い
ち
ろ
う

一
郎

保
健
福
祉
課　
県
派
遣
保
健
師　

清し
み
ず水

　
菜な

お央

建
設
課　
課
長
補
佐　

一い
ち
み
ぞ溝

　
達た

つ
や也

保
健
福
祉
課　
県
派
遣
保
健
師　

中な
か
む
ら村

　
初は

つ
ほ穂

人
事
異
動
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村からのお知らせ

梅
雨
入
り
前
に
、
今
一
度
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

所属課 職　名 備考 氏　名 課員

総　
　
務　
　
課

課長 竹村　文秀

8

課長補佐 ※ 平岡　丈太

財政係長 〇 山本　巧

総務係長 〇 桑田　江美

主査 豊原　佳奈

主事 甲斐　美里

主事 〇 堂本　龍馬

情報専門職 西川　忠孝

ダ
ム
対
策
課

課長 ※ 麦田　健一郎

5

課長補佐 ※ 吉村　賢太郎

ダム対策係長 川口　峰寿

地域振興係長 〇 岡本　英仁

主事 中村　遊平

保
健
福
祉
課

課長 髙田　孝浩

12

課長補佐 森田　佳子

福祉係長 〇 山本　真也

保健衛生係長 上田　はるみ

主事 〇 吉松　法政

主事 加藤　大雄

主事 森屋　彩花

県派遣保健師 ※ 中村　初穂

保健師 森塚　郁美

介護認定調査員 椎葉　由香

管理栄養士 西川　法子

主査 ● 古田　聖子

住
民
税
務
課

課長 北原　仁司

5

地籍係長 〇 村山　義治

住民税務係長 田山　直也

主査 田口　弘彦

主事 福岡　俊介

会
計
室

会計管理者 大岩　留美
2

主事 〇 奥田　梨奈

所属課 職　名 備考 氏　名 課員

産
業
振
興
課

課長兼商工観光係長 土肥　博司

10

県駐在職員 ※ 永井　泰弘

林業振興係長 山尾　浩二

農業振興係長 〇 数山　美保

主事 〇 森下　聖太

主事 竹下　侑希

主事 馬場　秀也

主事 ☆ 木野　貴翔

林政アドバイザー 下村　勝敏

森林管理アドバイザー 尾方　一之

建　
　
設　
　
課

課長 豊永　勝彦

9

課長補佐兼土木係長 ※ 川原　顕太郎

課長補佐 ※ 一溝　達也

管理係長 黒木　光重

林道係長 黒木　保博

主事 大村　薫平

主事 奥村　薫寛

主事 〇 森山　凌

総合土木専門職 豊永　信治

教
育
委
員
会

課長／歴文館長
学校教育係長
社会教育係長

木野　徹也

6

教育審議員 川辺　尚也

教育審議員 中村　和長
歴史文化係長／
歴文交流館副館長 福原　博信

主査 寺田　弥生

主事 宮本　颯樹

議　会
事務局 議会事務局長 土肥　整二 1

人事 役場新体制

○異動　　	 ☆新規採用
※国・県派遣
●熊本県後期高齢者医療広域連合へ派遣
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保健だより5・6月号保健だより

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

保健だより5・6月号

教室に参加して「膝の調子が良くなった」「笑って楽しかった」という声も聞かれています。
送迎も行っていますので、ご希望の方は保健福祉課にご連絡ください。

   フレイルとは、加齢により心身が弱まった状
態です。このフレイルをほっておくと、介護が
必要な状態になります。早めに対処すること
で、いつまでも健康で元気に過ごすことがで
きます。
　フレイルを予防するためには「運動」「食事」
と併せて「人とのつながり」も大切になります。
　ぜひ地域の教室へ、気軽に参加しましょう。

（対象：要介護認定されていない65歳以上の方）

筋力を鍛える体操やレクリエーションをして、一緒に楽しく運動しましょう。

パズルやゲームで脳を鍛える認知症予防の教室です。物忘れが気になる方におすすめです！

乳幼児健診のお知らせ
期　日 受付時間（午後） 場所 対象者

５月１２日㈮
６月　２日㈮

1：30〜2：00
受付 保健センター 3・6・10ケ月、1歳2ケ月、

1歳6ケ月、3・4・5歳児

※対象者が少ないときは中止する場合があります。

お問い合わせ先：保健福祉課 TEL：37－2214 （IP：2214）

介護予防教室

★脳いきいき教室の日程

★げんぞう会の日程

場 所 三  浦 下梶原 頭  地 瀬  目 宮  園 平沢津 小  鶴 平  瀬

5月 ９日・２３日（火） １６日・３０日（火） １１日・２５（木） １８日（木）

6月 ６日・２０日（火） １３日・２７日（火） ８日・２２日（木） １日・１５日・２９日
（木）

時 間
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

午前 10:00〜11：30　　　　午後1：45〜３：15

場　所 保健センター 宮園交流館
時　間 受付／午前9：30〜　開始／午前10：00〜 受付／午後1：00〜　開始／午後1：30〜

５月 １０日・１７日・２４日・３１日（水）
６月 ７日・１４日・２１日・２８日　（水）

まだ元気な
状態に戻れる！
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梅
雨
入
り
前
に
、
今
一
度
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

お問い合わせ先：人吉保健所保健予防課 TEL：22－3107

【うつ病でみられる症状】
□ 思い当たる体や心の変化はありませんか？

【うつ病のサインを感じたときは】
１. 休養をとる：仕事や学校から離れ、何もしない時間をつくることが大切です。

２. ６～８時間の睡眠をとる：睡眠により脳の神経伝達物質（セロトニン）が
有効に働き、気分がスッキリします。

３. 誰かに話す：思いを声に出すことで気持ちが楽になります。

４. 専門の窓口へ相談する：無料で相談できます。

【高齢者のうつ病の特徴】
意欲や記憶力が失われることもあるうつ病は、認知症と間違われやすいです。
うつ病では悲しさや寂しさ、虚しさが強く現れる点が認知症と大きく違います。
例：表情が乏しい、動きが減った、独り言が多くなった　など

→これらの多くは休養をとることで回復しますが、長く続く場合は注意が必要です。

こころの健康について相談したい方へ
熊本県精神保健福祉センター

　ストレスや対人関係、アルコール依存症、思春期の悩みを始め、精神科医療機関の利用方法
など、幅広く相談を受け付けています。
　悩んでいる本人に限らず、その家族や周りの人も相談をすることができます。
　　　　　　　　　　　　電話受付：０９６－３８６－１１６６

熊本いのちの電話

人吉保健所　精神保健相談
５月１１日（木）、６月８日（木）、６月２３日（金）▶場所：人吉保健所
５月２６日（金）▶場所：多良木町多目的研修センター

相談電話　０９６－３５３－４３４３
フリーダイヤル　０１２０－７３８－５５６

（２４時間受付）

　　専門の医師が相談を受けます。

今月のテーマ「春に多くなる？うつ病について」
　春は進学や就職、異動など生活環境が大きく変わる時期です。
期待や不安で緊張が続き、５月の大型連休で緊張がゆるんで、「な
んとなくだるい、疲れる」「食欲がない」「眠れない」など気分の
落ち込みが出やすくなります。
　このことを世間では「５月病」と呼んでいますが、医学的には

「うつ病」と診断されることがあります。
　日本人の約１５人に１人が、１度はうつ病を経験するといわれ
る身近な病気です。

□眠れない　　　□疲れる、だるい
□首や肩のコリ　□頭痛、頭が重い

体の
不調

□意欲がわかない　□何も楽しめない
□自分を傷つける　□死を考える　等

心の
不調

相談日

一人で悩まず、相談してください。
身近で悩んでいる人がいれば、
話を聞き、相談を勧めましょう。
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手続きが必要な場合 必要なもの

共　通
全ての手続きに必要ですので、
必ずご持参ください。

•世帯主及び異動者全員の個人番号が分かる書類
•本人確認書類（運転免許証、マイナンバーカード等）
※顔写真がない本人確認書類については年金手帳や預金通
帳など２点以上の確認が必要です。
※手続の内容により印鑑が必要な場合があります。

国
保
に
加
入
す
る
と
き

転入したとき 転出証明書

他の健康保険をやめるとき 資格の喪失日又は退職日がわかる書類

生活保護を受けなくなった
とき 保護廃止決定通知書

子供が生まれたとき 母子手帳、国保の被保険者証

国
保
を
離
脱
す
る
と
き

転出するとき 国保の被保険者証

他の健康保険に加入したと
き

資格取得日がわかる書類又は加入した保険の被保険者証、
国保の被保険者証

生活保護を受けたとき 保護開始決定通知書

死亡されたとき 国保の被保険者証

そ
の
他

住所、世帯主、氏名が変わった
とき 国保の被保険者証

保険証をなくしたとき

　国民健康保険に加入又は離脱される場合は役場の窓口での手続きが必要です。
　手続きは就職、退職、転出等で保険者が変わってから１４日以内に行ってください。
　他の健康保険に加入された日以降は、国民健康被保険証は使えません。また、転出して他の市町
村の国保に加入した場合も同様で、転出が確定した日以降、五木村の被保険者証は使えません。　
もし、他の保険の加入日以降に国保の被保険者証で受診された場合は、受診した病院へ「現在加入
している保険」を連絡してください。

※個人番号は届出書の記載に必要です。また、代理の場合は委任状（要押印）が必要となります。

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

Itsuki VillageNews

04国民健康保険資格異動の手続きについて
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　熊本県では、毎年、猟犬が人や動物をかむ事故が発生しています。
　猟犬が引き起こす事故の重大さを御理解いただき、引き続き適正な飼育をお願いいたします。
◆�猟終了後は、猟犬の所在を確実に確認し、必ず犬をつないでください。また、猟犬であっても、人
を補助するために必要な訓練を受けていない犬は放すことはできません。
　（熊本県動物愛護管理条例第5条）
◆�法律により、生後91日以上の犬を飼っている方は、飼い始めた日から30日以内にお住まいの市
町村での登録及び年に1回、市町村が行う集合注射会場（主に4～6月）又は動物病院で、犬に狂
犬病予防注射を受けさせることが義務付けられています。
　（狂犬病予防法第4条、第5条）
◆犬を山に放つなどして遺棄することは犯罪です。
　1年以下の懲役又は100万円以下の罰金に処せられます。
　（動物愛護管理法第44条）
※飼主が分かるように、首輪等に飼主名、連絡先を記載することを心がけましょう。
※猟中等に犬がいなくなった場合は、管轄の警察署及び保健所に連絡しましょう。
※�飼養犬が人の生命、身体若しくは財産に害を加えたときは、直ちに管轄の保健所に届出をしま
しょう。
※発信機等を装着する場合は、電池が十分にあるか事前に確認しましょう。

熊本県庁 健康危機管理課 動物愛護班　096－333－2248
　　　　　　 人吉保健所 衛生環境課　22－3108
　　　　　　 五木村役場 保健福祉課　37－2214

Itsuki VillageNews

06 猟犬を飼っておられる皆様へ

Itsuki VillageNews

05 国民健康保険医療費の状況について
〜令和５年１月・２月診療分〜

１月 ２月　
件数 保険者（五木村） 前月比 前月増減 件数 保険者（五木村） 前月比 前月増減

入　　院 7 2,657,452 円 －53.93％ － 3,110,858 10 4,310,390 円 ＋62.20％ 1,652,938
外　　来 233 2,377946 円 ＋0.82％ 19,240 235 2,870,505 円 ＋20.71％ 492,559
調　　剤 99 600,186 円 －19.49％ － 145,320 88 601,178 円 ＋0.17％ 992

食事・生活療養費 − 155,562 円 －21.05％ － 41,480 − 180,258 円 ＋15.88％ 24,696
その他療養費 2 3,418 円 －54.85％ － 4,153 2 5,468 円 ＋59.98％ 2,050

合　　計 341 5,794,564 円 －36.16％ － 3,282,571 335 7,967,799 円 ＋37.50％ 2,173,235
国保被保険者数 １人あたり保険者負担額（月額） 前月比

１月 221 人 26,220 円 −35.01％
２月 218 人 36,550 円 ＋39.40％

1月の医療費は12月に比べて減少していましたが、2月は1月に比べて入院費が大幅に増加しています。
医療費の削減のため、日々の健康管理やジェネリック医薬品の活用にご協力をお願いします。
季節も変わり、暖かくなってきました。軽い運動などを行い、健康づくりに努めましょう。
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西岡先生から着任のあいさつ
　今年4月より五
木村診療所所長と
して赴任しました西
岡華子と申します。
昨年は天草市で勤
務していました。専
門領域は前任の先
生方と同じく総合診
療科・総合内科で
す。診療所では心電図やレントゲン、超
音波、内視鏡（胃カメラ）等の検査ができ
ます。また診療所ではできない検査や治
療に関しては、他施設と連携して対応させ
ていただきます。気軽にご相談下さい。
　はじめての人吉地域での生活・勤務を
楽しみにしていました。まだまだ若輩者
で、ご迷惑をおかけすることもあるかと思
いますが、どうぞよろしくお願いします。

早川先生から異動のあいさつ
　2022年度4月から五木村診
療所長を務めさせていただきま
した早川香菜美です。2023年
3月を持ちまして異動となりまし
たのでご挨拶申し上げます。
　診療所では曜日毎に担当医
が変わり、私は毎週月曜日を担
当しておりました。定期外来に
加え、血液検査、Ｘ線検査、エ
コー検査や内視鏡検査と充実した医療設備のもと、
人吉医療センターとも連携を図りながら住民の皆様
の健康管理に取り組んできました。また、昨年度に引
き続き新型コロナウィルスに対する集団ワクチン接種
など、各部署の協力もあり円滑なワクチン接種を実施
することができました。
　様々な診療の場で、皆様のお力をお借りしながら
診療に取り組むことができ、1年間という短い間でし
たがとても充実したものとなりました。この経験を活
かしさらに邁進してまいります。
　1年間、大変お世話になりました。住民の皆様、関
係各位の皆様にこの場を借りて御礼申し上げます。

Itsuki VillageNews

07五木村診療所医師異動のあいさつ

五木村診療所
所長

西
にしおか

岡　華
はなこ

子

五木村診療所
前所長

早
はやかわ

川　香
か な み

菜美

着任離任

Itsuki VillageNews

08R5年度　健幸ポイント事業参加者募集のお知らせ

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

　R5年度の健幸ポイント事業参加者を募集します。
健幸ポイント事業とは、「特定健診やがん検診の受診」
「ウォーキング」や「げんぞう会参加」など健康づくりの
取り組みを行い、健康になったうえに貯まったポイン
トに応じて奨励金を獲得できる制度です。今年度より、
最大50ポイント貯めると、10,000円の奨励金が獲得で
きます。35歳以上の村民全員が事業に参加できますの
で、ぜひ参加いただきますようお願いします。詳細に
関しては、保健福祉課までお問合せください。
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09 マイナポイントをもらうために必要なこと

 住民税務課　TEL：37－2213お問い合わせ先
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1 0
特設人権相談所を開設します！
〜「人権擁護委員の日」をご存知ですか？〜
　6月1日は、人権擁護委員法が施行された日です。
　全国人権擁護委員連合会では、毎年6月1日を「人権擁護委員の日」と定め、この日を中心として特設
の人権相談所を開設するなど、一層の人権尊重思想の普及・高揚に努めることとしております。
　本村では、下記の日程で特設人権相談所を開設します。当日は、法務大臣から委嘱を受けた人権
擁護委員が相談に応じます。相談は無料で、秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。

　日　　　　時　　６月１日（木）　午前１０時〜午後３時
　場　　　　所　　五木村伝統文化伝承館
　人権擁護委員　　辻　篤子　委員　・　樅木　晴美　委員
　年間の予定

～こんなことでお困りの方は、お気軽にどうぞ～
いじめ、体罰、家庭内、隣近所、借地・借家、名誉・信用、金銭トラブル、差別
（障がい者、部落差別、外国人）、相続・遺言で困ったり悩んだりしているとき

～熊本地方法務局人吉支局でも相談を受け付けています。～
　○常設人権相談所（電話２２－３３９３）
　•場　所　人吉市寺町２番地２
　•時　間　月曜日から金曜日（ただし、祝祭日を除く）の
　　　　　　午前８時３０分から午後５時１５分まで

回 月　日 時　間 場　所
第２回   9 月 12 日（火） 午前 10 時から午後 3 時まで 西地区集会室
第３回 12 月  4 日（月） 午前 9 時から正午まで 五木村役場（監査室）
第４回   2 月 20 日（火） 午前 10 時から午後 3 時まで 下谷地区集会室

　年金相談は予約制となっております。予約なしで来訪されると対応できない場合もありま
すので、必ず予約をしてください。

5月
場所 人吉市役所 錦町社会福祉協議会

（温泉センター） 多良木町多目的研修センター

日時 １日（月）・８日（月）・１５日（月）・
２２日（月）・２９日（月） １０日（水）・２４日（水） １７日（水）・３１日（水）

6月
場所 人吉市役所 錦町社会福祉協議会

（温泉センター） 多良木町多目的研修センター

日時 ５日（月）・１２日（月）・１９日（月）・
２６日（月） ７日（水）・２１日（水） １４日（水）・２８日（水）

相談時間 午前9時30分～午後5時 午前９時～午後５時
【予約先】　八代年金事務所　お客様相談室　
☎ ０９６５－３５－６１２３　（土・日・祝日を除く8:30から17:15まで）
※お電話の際は、自動音声案内「１」選択後、「２」を選択してください。
※その他不明な点は　五木村役場　住民税務課　☎ ３７－２２１３ まで

住民税務課　TEL：37－2213お問い合わせ先
Itsuki VillageNews

1 1国民年金保険料の納付について
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1 2 国民年金保険料免除等の申請、年金の切替え手続きについて

Itsuki VillageNews

1 3 五木村結婚新生活支援事業を始めます！

国民年金保険料免除等の申請について
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不測の事態が発生すると、障害基礎年金
や遺族基礎年金を受けられない場合があります。
　経済的な理由等で保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる
「保険料免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」がありますので、五木村役場住民税務課国民年金
担当窓口でお早めに手続きをお願いします。

産前産後期間の国民年金保険料が免除になります
　出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除になり、出産
予定日の６か月前から手続きができます。五木村役場住民税務課国民年金担当窓口でお早めに手
続きをお願いします。

会社を退職したときは年金の切替え手続きが必要です
　20歳以上60歳未満の方が会社を退職され、農業者、自営業者、学生、フリーター、無職等になっ
た場合には、国民年金第1号被保険者（又は第３号被保険者）への切替え手続きが必要です。五木
村役場住民税務課国民年金担当窓口でお早めに手続きをお願いします。

住民税務課　TEL：37－2213お問い合わせ先

ダム対策課　TEL：37－2212お問い合わせ先

令和５年度から五木村では結婚新生活支援事業を行います。内容については次のとおりです。
支援の対象となる経費
１.住居費用（住宅取得費用、住宅貸借費用、住宅リフォーム費用）
２.引越費用（引越業者及び配送業者にかかった費用）　
要件について
１.令和５年３月１日～令和６年３月３１日までに婚姻届を受理された世帯であること
２.婚姻日における年齢が夫婦ともに３９歳以下であること
３.夫婦の所得が合計で５００万円未満であること
４.申請時において夫婦ともに村内で同居し、村内に住民票があること
５.村税等に滞納がないこと
６.過去にこの制度に基づく補助（他自治体も含む）を受けたことがない夫婦であること
上限額について
３０万円（ただし、夫婦ともに２９歳以下ならば６０万円）
補助の申請期限
令和６年３月２９日（金）まで
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開催日 時間 場所

5月10日（水） 13:00～16:00 湯前駅レールウイング「展示体験販売施設」

5月17日（水） 13:00～16:00 あさぎり町ポッポー館2階和洋室

5月25日（木） 13:00～16:00 多良木町多目的研修センター

5月26日（金） 13:15～16:00 ハローワーク球磨会議室（面接セミナー）

  

飼
って
い
る
犬
や
猫
が
迷
子
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
時
は
、保
護
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、次
の
と

こ
ろ
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①
お
住
ま
い
の
管
轄
の
保
健
所

②�

行
方
不
明
に
な
っ
た
場
所
に
近

い
保
健
所

③
最
寄
り
の
警
察
署

　

ま
た
、「
熊
本
県
動
物
愛
護
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」で
は
、保
護
さ
れ
た
迷

子
の
犬
や
猫
の
情
報
を
検
索
で
き

る
他
、飼
い
主
が
登
録
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

人
吉
保
健
所

☎
０
９
６
６-

２
２-

３
１
０
８

　

本
講
座
は
、視
覚
障
が
い
者
に

対
す
る
書
籍
等
の
点
訳
、音
訳
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
、技
術
を
修
得
す
る
も

の
で
、毎
週
木
曜
日
に
点
字
図
書

館
で
開
催
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

視
覚
障
害
者
概
論
、
点
訳
・
音
訳

の
基
礎
か
ら
応
用
、パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
電
子
デ
ー
タ
作
成
方
法
な

ど
を
学
び
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

　

熊
本
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
検
索
！

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県　

点
字
図
書
館

　
（
水
曜
休
館
）

☎
０
９
６-

３
８
３-

６
３
３
３

　

特
殊
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
る
椿
油
粕
は
、農
薬
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、害
虫
の

駆
除
目
的
で
使
用
す
る
と
、農
薬

取
締
法
違
反
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

椿
油
粕
に
は
魚
介
類
に
影
響
の
あ

る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

肥
料
と
し
て
使
用
す
る
場
合
も
、

水
を
張
っ
た
水
田
や
、用
排
水
路

や
池
な
ど
に
流
出
し
や
す
い
場
所

で
は
使
用
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
３
８
１

　

�

又
は
最
寄
り
の
各
広
域
本
部

（
地
域
振
興
局
）農
業
普
及
・
振

興
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

農
産
物
を
生
産
し
、販
売
さ
れ

る
方
が
使
用
し
た
農
薬
空
容
器
や

不
要
な
農
薬
は
産
業
廃
棄
物
で
あ

り
、野
焼
き
や
不
法
投
棄
が
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、悪
質

な
不
法
投
棄
事
案
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
農
薬
空
容
器
等
の
産
業
廃

棄
物
の
処
分
は
排
出
事
業
者
が
適

正
に
処
理
す
る
か
、廃
棄
物
処
理

業
者
に
処
分
を
委
託
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、各
Ｊ
Ａ
で
は

回
収
日
を
設
け
、専
門
業
者
に
処

分
を
委
託
し
て
い
る
の
で
御
活
用

下
さ
い
。

詳
細
は
購
入
店
又
は

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
３
８
１

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　

五
木
村
公
民
館
で
は
、昨
年
好

評
だ
っ
た
中
華
料
理
教
室
を
今
年

度
も
開
催
し
ま
す
。

　

本
村
に
お
住
ま
い
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
な
お
、

参
加
費
は
１
回
に
つ
き
５
０
０
円

で
す
。

　

６
月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
に
10

回
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、興
味
が

あ
る
方
は
教
育
委
員
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
締
め
切
り

　

５
月
17
日
㈬
ま
で

ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
は

２
０
２
３
年
度「
点
訳
・
朗
読（
音
訳
）

奉
仕
員
養
成
講
座
」受
講
生
募
集

特
殊
肥
料「
椿
油
粕
」は
適
正
に
使

用
し
ま
し
ょ
う

生
涯
学
習
講
座「
中
華
料
理
教
室

（
第
２
弾
）」受
講
生
募
集

農
薬
の
空
容
器
や
不
要
な
農
薬
は

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
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６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

　

所
有
者
不
明
土
地
問
題
の
解
決

に
向
け
て
、民
法
、不
動
産
登
記
法

が
改
正
さ
れ
、令
和
６
年
4
月
1

日
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
。

　

相
続
や
遺
贈
に
よ
り
不
動
産

（
土
地
や
建
物
）を
取
得
し
た
相
続

人
は
、そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か

ら
3
年
以
内
に
相
続
登
記
を
申
請

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
手
続
き
・
お
問
合
せ

は
、熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局

（
０
９
６
６-

２
２-

３
３
９
３
）

へ
ど
う
ぞ

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、税
務
職
員
採
用
試
験

（
高
卒
程
度
）の
受
験
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

税
務
職
員
採
用
試
験
に
合
格
し

採
用
さ
れ
る
と
、税
務
大
学
校
へ

入
校
し
、税
務
職
員
と
し
て
必
要

な
専
門
知
識
を
修
得
し
た
後
、管

内
の
各
税
務
署
に
配
属
さ
れ
、国

税
の
仕
事
に
従
事
し
ま
す
。

　

申
込
受
付
期
間
は
令
和
５
年
６

月
19
日
㈪
か
ら
28
日
㈮
ま
で
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
受
験
資
格
や
受

験
申
込
の
詳
細
は
、人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
国
家
公
務
員
試
験
採

用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１　

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２-

４
３
１-

７
７
３
３

２　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

　
　

試
験
研
修
係

☎
０
９
６-

３
５
４-

６
１
７
１

　

内
線
６
０
４
６

  

県
が
管
理
す
る
河
川
に
お
い
て
、

美
化
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
に
応
じ
て
、軍
手
や
ご
み

袋
等
の
支
給
、傷
害
保
険
の
加
入
、

ご
み
の
運
搬
・
処
分
な
ど
の
支
援

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
く
ま
も
と　
マ
イ・

リ
バ
ー・サ
ポ
ー
ト
」で
検
索
！

　

き
れ
い
な
川
を
保
つ
た
め
に
、皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

球
磨
地
域
振
興
局

　

土
木
部
維
持
管
理
調
整
課

☎
０
９
６
６-

２
４-

４
１
１
９

　

５
月
27
日（
旧
暦
の
４
月
８
日
）

は
、お
釈
迦
様
の
誕
生
日
で
す
。

　

人
吉
・
球
磨
の
寺
院
が
宗
派
を

超
え
て
一
緒
に
お
祝
い
す
る「
三

日
月
花
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

　

浄
心
寺（
城
泉
寺/

湯
前
町
）で

法
要
を
行
っ
た
後
、湯
前
町
レ
ー

ル
ウ
ィ
ン
グ
一
帯
で
三
日
月
マ
ル

シ
ェ
を
行
い
ま
す
。
他
に
も
協
力

し
て
い
た
だ
く
各
寺
院
に
て
体
験

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

　

令
和
５
年

　

５
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

■
場　

所

　

湯
前
町
レ
ー
ル
ウ
ィ
ン
グ
、

　

浄
心
寺
、ほ
か
参
加
寺
院

▼
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人

　

人
吉
球
磨
観
光
地
域
づ
く
り

　

協
議
会

☎
０
９
６
６-

４
９-

９
０
１
０

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ

ま
す

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者
募
集

あ
な
た
の「
ふ
る
さ
と
の
川
を
き
れ

い
に
し
た
い
！
」を
応
援
し
ま
す
！

人
吉
・
球
磨
の
超
宗
派
寺
院
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト「
三
日
月
花
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す

 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
タ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
ー
（
よ
く
あ
る
税
の

質
問
）」
で
は
、
よ
く
あ
る
税
の

ご
質
問
に
対
す
る
一
般
的
な
回
答

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ー
ワ
ー
ド
や
分
野
等

か
ら
検
索
も
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇�

パ
ソ
コ
ン
及
び
ス
マ
ホ
サ
イ
ト

は
、
こ
ち
ら
の
コ
ー
ド
か
ら
ご

利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
質

問
や
ご
相
談
は
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
ご
利

用
の
際
の
手
順
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

１　

�

人
吉
税
務
署
（
２
３-

２
３
１
１
）に
電
話
し
ま
す
。

２　

�

音
声
案
内
に
従
い
、「
１
」

を
選
択
し
ま
す
。

３　

�

音
声
案
内
に
従
い
、
相
談
し

た
い
内
容
の
番
号
を
次
の
６

つ
の
中
か
ら
選
択
し
ま
す
。

　
「
１
」 �

個
人
の
方
の
年
金
、
給

与
、事
業
な
ど
の
所
得
税

　
「
２
」 �

年
末
調
整
な
ど
の
源
泉

徴
収
又
は
支
払
調
書

　
「
３
」 �

相
続
税
、贈
与
税
、譲
渡

所
得
又
は
財
産
の
評
価

　
「
４
」 

法
人
税

　
「
５
」 �

消
費
税
（
軽
減
税
率
制

度
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

を
除
く
）
や
印
紙
税

　
「
６
」 

そ
の
他

４　

�

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
お
受
け
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
有
効
期
間
内
の
パ
ス
ポ
ー
ト

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

○
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
対
応

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※�

パ
ス
ポ
ー
ト
を
初
め
て
取
得
さ

れ
る
方
や
有
効
期
間
切
れ
で
新

た
に
取
得
さ
れ
る
方
、
記
載
事

項
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
役

場
で
戸
籍
謄
本
を
取
得
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、役
場
旅
券
窓
口
ま

た
は
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン「
パ

ス
ポ
ー
ト
の
更
新
が
ス
マ
ホ
で
可

能
に
」

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.g
o

v
-

o
n

lin
e

.g
o

.jp
/u

s
e

fu
l/

article/2
0

2
3

0
1

/1
.htm

l

「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー（
よ
く
あ
る
税
の

質
問
）」の
ご
利
用
方
法
等
に
つ
い
て

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」へ

３
／
27
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
申
請
で
き
ま
す
！
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INFORMATION

梅
雨
入
り
前
に
、
今
一
度
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣

立
ち
し
た
ヒ
ナ
が
地
面
に
落
ち
て

い
る
の
を
見
か
け
た
場
合
は
、近

く
に
姿
が
見
え
な
く
て
も
親
鳥
が

世
話
を
し
て
い
ま
す
の
で
拾
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
10
日
か
ら
の
１
か
月
間
を

指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、違

法
捕
獲
等
の
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
野
生
鳥
獣
又
は
鳥
類
の

卵
は
、鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、狩
猟
に
よ
る
捕
獲
、許

可
受
け
た
も
の
以
外
は
、原
則
と

し
て
そ
の
捕
獲
、殺
傷
又
は
採
取

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
民
の

皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、野
生
鳥
獣（
メ
ジ
ロ
、ホ

オ
ジ
ロ
な
ど
）の
愛
が
ん
飼
養
目

的
の
捕
獲
は
、鳥
獣
の
乱
獲
を
助

長
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
許

可
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、平
成
24
年
３
月
31
日

ま
で
に
、許
可
を
得
て
捕
獲
し
飼

養
登
録
済
み
の
個
体
は
、更
新
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
、引
き
続
き

飼
養
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、五
木
村
産
業
振
興

課
、ま
た
は
熊
本
県
県
南
広
域
本

部
球
磨
地
域
振
興
局
森
林
保
全
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

五
木
村
産
業
振
興
課

☎
０
９
６
６-

３
７-

２
２
４
７

　

熊
本
県
県
南
広
域
本
部

　

球
磨
地
域
振
興
局
森
林
保
全
課

☎
０
９
６
６-

２
４-

４
１
９
０

（
直
通
）

■
試
験
期
日

　

10
月
28
日
㈯

■
試
験
会
場

　

熊
本
大
学　

全
学
教
育
棟

■
受
験
資
格

　

�

中
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
持

ち
、飲
食
店
や
給
食
施
設
等
で

２
年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し

た
経
験
の
あ
る
方

■
願
書
配
布

　

�

５
月
８
日
㈪
か
ら
県
保
健
所
、

県
健
康
づ
く
り
推
進
課
等
で
配

付
■
願
書
受
付

　

５
月
８
日
㈪
～
６
月
２
日
㈮

■
提
出
及
び
問
合
せ
先

　
（
公
社
）調
理
技
術
技
能

　

セ
ン
タ
ー

　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町

　

２-

８-

５
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ビ
ル

　

５
階

☎
０
３-

３
６
６
７-

１
８
１
５

  

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出

し
や
倒
木
に
よ
り
歩
行
者
や
自
動

車
等
に
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、

樹
木
所
有
者
の
管
理
責
任
を
問
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、道
路
沿
い
で
樹
木
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
点
検
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
、危
険
な
場

合
は
伐
採
す
る
等
の
措
置
を
講

じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

県
道
路
保
全
課

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
４
９
５

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
及
び
指
導
取

締
強
化
月
間
に
つ
い
て

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
木
の
伐

採
に
ご
協
力
を
!!

令
和
５
年
度
熊
本
県
調
理
師
試
験

の
実
施

（
３
月
末
現
在
）

人
の
動
き

戸
籍
の
窓
口

転入 転出 出生 死亡

男 12 10 0 1
女 7 7 0 2
計 19 17 0 3

（増減 -1）

人　口 966人　
世帯数 473世帯

2月 16日～ 4月 15 日　届出分

　４月より広報を担当することとな

りました、堂本龍馬（どうもとりょう

ま）です。

　コロナ禍も収まりつつあり、行動制

限の無い大型連休を皆様どうお過ご

しでしょうか？私は、趣味のゴルフや

釣りを満喫します。

　休めるときはしっかり休んで、５

月、６月も一生懸命頑張りましょう。

（堂本）

編集後記
【おくやみ】

竹村　ミツヨさん （101歳）松尾野

丸山　募さん （72歳）山口

  3月12日
  3月18日
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広
報
い
つ
き
　5

月
号

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
https://w

w
w

.vill.itsuki.lg.jp
E-m

ail　
info@

itsuki.kum
am

oto.jp
発

行
日

／
令

和
５

年
５

月
１

日
発

行
／

五
木

村
役

場
編

　
集

／
総

務
課

　
印

刷
／

ソ
ー

ゴ
ー

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ス

五木村公式
ライン
五木村の防災や
行政、観光、移住
に関するさまざ
まな情報を発信
します。

五木村公式
インスタグラム
五木村の見どこ
ろ、イベント、景
色などを紹介し
ます。

五木村公式
ツイッター
五木村の様々な
イベント情報を
発信します。

五木村公式
フェイスブック
五木村の最新情
報を発信します。

五木村役場　連絡先一覧
所 在 地：〒868-0201
　　　　　　　熊本県球磨郡五木村甲2672番地7
代表電話番号：37−2211（IP：2211）
代表FAX番号：37−2215
※IP電話、FAXが無い部署はそれぞれ代表番号を
　ご利用下さい。

　今月の表紙は五
木東小学校の入学
式です。元気いっ
ぱい４人の児童が
新しい門出を迎え
ました。
　これから楽しい学校生活を送れるよう、村民
一同心から祈っています。

今月の表紙

階 部署 直通電話 ＩＰ電話 ＦＡＸ

１Ｆ

総務課 37-2211 2211 37-2215
ダム対策課 37-2212 - -
保健福祉課 37-2214 2214 -
住民税務課 37-2213 - -
会計室 37-2281 - -
建設課 37-2017 - -
産業振興課 37-2247 2247 -

２Ｆ 教育委員会 37-2266 2266 37-2267
議会事務局 37-2352 - 37-2352

熊本県社会教育連絡協議会表彰
（吉松ひとみ社会教育委員）

　五木村社会教育委員の吉松ひとみさんが、長年に
わたり社会教育振興に尽力された功績が認められ、
表彰されました。
　吉松さんは、８年間社会教育委員として、青少年
育成事業や高齢者学級いきいき大学等の各種事業
の推進に貢献してこられました。
　また、地域に溶け込んだ活動として、公民館主催
の生涯学習講座へ積極的に参加しながら、本村の
社会教育に熱心に取り組んでおられます。

５
月
の
行
事
予
定

  2日㈫　行政相談（JA）
11日㈭　し尿汲取り
13日㈯　�保・小・中・高　

合同運動会
17日㈬　�郡民体育祭　　

（ゲートボール）
19日㈮　�行政相談　　　

（南地区集会室）

21日㈰　五木の春祭り
24日㈬　�郡民体育祭　　　

（グラウンドゴルフ）
25日㈭　し尿汲取り

６
月
の
行
事
予
定

  1日㈭　�無料人権相談所　
（伝統文化伝承館）

  2日㈮　行政相談（JA）
  3日㈯～4日㈰
　　　　  �郡民体育祭　　　

（ソフトボール）
  8日㈭　し尿汲取り

16日㈮　�行政相談　　　
（三浦地区集会室）

22日㈭　し尿汲取り

※日程は変更となる場合がございます。


